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は
じ
め
に

『朱

子
語
類
』
(以
下

『
語
類
』
と
略
称
)
を
読
む
時
、
更
に
は

『語
類
』
を
自
分
た
ち
の
言
葉
に
翻
訳
し
よ
う
と
す
る
時
、
常
に
つ
き
ま

　
　

と
う
戸
惑
い
が
あ
る
。
果
た
し
て
朱
烹
は
本
当
に
そ
の
よ
う
に
語

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
門
人
と
い
う
第
三
者
の
記
録
に
か
か
る

『
語
類
』

の
信
遇
性
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
勿
論
、
記
録
者

・
編
纂
者
に
よ
る
誤
記

・
誤
解

・
改
窟
等
の
可
能
性
は
常
に
つ
き
ま
と
う
。

そ
う

い
っ
た
意
味
で
の

『語
類
』

の
資
料
的
価
値
に
つ
い
て
は
、
既
に
そ
の
編
纂
に
携
わ

っ
た
門
人
た
ち
に
よ

っ
て
す
ら
慎
重
で
あ
る
べ
き

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
言
う
ま
で
な
く
、
『語
類
』
が
朱
烹
の
著
作
で
は
な
く
、
第
三
者

の
手
に
よ
る
記
録
で
あ

る
以
上
、
朱
鷺
自
身

の
著
作
と
さ
れ
る
他
の
文
献
と
較
べ
て

一
定
の
留
保
を
つ
け
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
今
日
の
朱
子
学
研
究
に
お
い
て
も
暗
黙

　　
　

の
前
提
に
な

っ
て
い
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
仮
に
門
人
た
ち
が
朱
烹
の
言
葉
を
忠
実
に
記
録
し
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
話
さ
れ

た
言
葉
と
書
か
れ
た
言
葉
と
の
断
絶
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

七
九
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一
方
で

『語
類
』
は
、
他
の
朱
黒
自
身
の
著
作
に
は
な
い
価
値
を
も
つ
も
の
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
白
話
で
記
録
さ
れ
た

語
録
と
い
う
形
式
な
ら
で
は
の
価
値
は
、
た
と
え
そ
の
信
通
性
に
多
少
の
疑
問
が
残

っ
た
と
し
て
も
、
無
視
す
る
に
は
惜
し
い
も
の
な
の
で

　
ヨ
　

あ
る
。
我

々
は

『語
類
』
を
通
し
て
こ
そ
、
朱
黒
と
門
人
と
の

「
諸
学
」
の
場
の
雰
囲
気
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
こ
と
は
朱
鷺
の
思
想

の
微
妙
な
揺
れ
や
ニ
ュ
ア
ン
ス

・
雰
囲
気
を
図
ら
ず
も
明
ら
か
に
す
る
。
『
語
類
』
は
、
生
き
生
き
と
し
た
朱
烹
像
を
知
る
上
で
不
可
欠
な

資
料

で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
朱
烹
の
思
想
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
者
に
と

っ
て
の
常
識
に
属
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
白
話
で
書

か
れ
た
資
料
と
し
て
の
価
値
が
意
識
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、
朱
黒
の
語

っ
た
言
葉
と

『
語
類
』
の
言
葉
と
の
間
に
は
、
言
文

一
致
に
慣
れ
親

し
ん

で
い
る
我

々
の
見
落
と
し
て
し
ま
い
が
ち
な
深
い
溝
が
横
た
わ

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

例

え
ば
、
我

々
は

『語
類
』
を
翻
訳
す
る
際
に
、
基
本
的
に
は
直
接
話
法
の
形
式
を
用
い
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。
「
問
…
」
「
(先
生
)

日
…
」
と
い
う
形
式
を
と
る
条
で
も
、
そ
う
で
は
な
く
直
接
朱
烹
の
言
葉
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
条
で
も
、
宛
も
朱
黒
の
発
話

を
再
現
す
る
か
の
よ
う
な
訳
し
方
を
す
る
。
し
か
し
、
本
当
に
朱
烹
は
そ
の
よ
う
に
語

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
記
録
の
誤
り
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
そ
も
そ
も
門
人
た
ち
は
逐
語
的
に
朱
慕
の
言
葉
を
記
録
し
て
い
た
の
で
は
な
か

っ
た
と
す
れ
ば
、
例
え
ば
内
容
を
要
約
し
て
記
録

し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
我

々
の
翻
訳
に
よ
る
対
話
の
再
現
は
、
極
論
す
れ
ば
我

々
の
創
作
に
か
か
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま

う
。
同

一
場
面
の
複
数
の
記
録
に
誤
記
と
は
考
え
ら
れ
な
い
差
異
が
見
ら
れ
る
以
上
、
現
在
我
々
が
目
に
し
て
い
る

『
語
類
』
の
言
葉
と
、

朱
烹
が
実
際
に
語

っ
た
言
葉
と
の
間
に
ど
れ
だ
け
の
隔
た
り
が
あ
る
の
か
を
意
識
せ
さ
る
を
得
な
い
。
果
た
し
て
朱
烹
は
本
当
に
そ
の
よ
う

に
語

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

も
と
よ
り

こ
の
問
い
か
け
に
結
論
は
無

い
。
朱
烹
の
肉
声
を
再
現
で
き
な
い
以
上
、
「事
実
」
は
確
か
め
よ
う
が
な

い
。
し
か
し
、
残
さ

れ
た
言
葉
を
通
し
て
残
さ
れ
な
か

っ
た
も
の
を
ど
こ
ま
で
意
識
で
き
る
か
と
い
う
試
み
は
、
『
語
類
』
を
読
む
以
上
為
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
従

っ
て
本
稿
は
、
現
在
我

々
の
目
の
前
に
あ
る

『語
類
』
の
記
録
が
ど
こ
ま
で
朱
烹
と
門
人
た
ち
と
の

「講
学
」
11
対
話
を
忠
実
に



再
現

し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
は
言
う
ま
で
な
く
、
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、

記
録
者

・
編
纂
者

・
伝
承
者
に
よ
る
誤
記

・
誤
解

・
改
窟
等
に
つ
い
て
は
、
別
途
に
研
究
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
う
で
は
な
く

て
、
話
し
言
葉
を
記
録
す
る
と
い
う
こ
と
に
本
質
的
に
つ
き
ま
と
う
問
題
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
残
さ
れ
た

『語
類
』

の
言
葉
の
背
後
に
あ

る
様

々
な
可
能
性
を
で
き
得
る
限
り
数
え
上
げ
、
そ
の
上
で
今
如
何
に
そ
れ
を
読
む
べ
き
か
と
い
う
態
度
を
模
索
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
本

稿
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
、
朱
烹
の
言
葉
は
い
か
に
記
録
さ
れ
た
か

『
語
類
』
は
朱
烹
の
言
葉
を
門
人
た
ち
が
白
話
を
用
い
て
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
師
の
発
言
を
記
録
す

る
と
い
う
こ
と
は
、

実
際

に
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
高
弟
黄
幹
は

「池
州
刊
朱
子
語
録
後
序
」
で

「晦
庵
朱
先
生
所
與
門
人
問
答
、
門
人
退

而
私
摘
記
之
」
と
述
べ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
紙
と
筆
と
を
手
に
朱
鷺
の
傍
ら
に
控
え
、
朱
烹
の
発
言
を
逐

一
書
き
取

っ
た
の
で
は
な
く
、

各
自

が
後
で
思
い
出
し
な
が
ら
記
録
す
る
の
が
多
く
の
ケ
ー
ス
で
あ

っ
た
は
ず
だ
。
門
人
た
ち
の
記
憶
力
を
不
問
に
付

す
と
し
て
も
、
ま
た

た
と
え
中
に
は
紙
と
筆
を
持

っ
て
同
席
す
る
も
の
が
い
た
と
し
て
も
、

一
番
問
題
と
す
べ
き
は
、
朱
烹
の
発
言
が
逐
語
的
に
記
録
さ
れ
た
か

否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
『
語
類
』
に
残
さ
れ
た
言
葉
を
も
と
に
、
様

々
な
可
能
性
を
整
理
し
て
み
た
い
。

1
.
同

一
場
面
の
別
記
録
か
ら
見
え
る
可
能
性

現
在
我

々
が
目
に
す
る

『語
類
』
の
中
に
は
、
割
注
の
形
で
同

一
場
面
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
別
人
に
よ
る
記
録
が
付
さ
れ
て
い
る
条
が

　ユ

い
く

つ
か
あ
る
。
そ
の

一
つ
を
取
り
上
げ
、
具
体
的
な
字
句
の
違
い
を
比
較
し
て
み
た
い
。

『朱
子
語
類
』
の
記
録
を
め
ぐ
る

一
考
察
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㈹

問
、
前
夜
先
生
所
答

一
之
動
静
庭
、
曾
畢
云
警
如
與
両
人
同
車
、
須
是
相
救
始
得
。
富
者
來
、
静
却
救
得
動
、
不
知
動
如
何
救
得
静
。

⑧

日
、
人
須
通
達
萬
憂
、
心
常
湛
然
在
這
裏
。

◎

亦
不
足
閉
門
静
坐
、
塊
然
自
守
。
事
物
來
、
也
須
去
雁
。
雁
了
、
依
然
是
静
。
看
事
物
來
、
礁
接
去
也
不
離
、
便
是
安
而
後
能
慮
。

⑪

動
了
静
、
静
了
動
、
動
静
相
生
、
循
環
無
端
。
如
人
之
嘘
吸
、
若
只
管
嘘
、
氣
絶
了
、
又
須
吸
、
若
只
管
吸
、
氣
無
去
庭
、
便
不
相

接
了
。
嘘
之
所
以
爲
吸
、
吸
之
所
以
爲
嘘
。
尺
蟻
之
屈
、
以
求
伸
也
。
龍
蛇
之
蟄
、
以
存
身
也
。
屈
伸
消
長
、
闇
闇
往
來
、
其
機
不
曾
停

息
。
大
庭
有
大
閤
開
、
小
庭
有
小
閨
閥
、
大
庭
有
大
消
長
、
小
庭
有
小
消
長
。
此
理
高
古
不
易
。
如
目
有
瞬
時
、
亦
豊
能
常
瞬
。
定
又
須

開
、
不
能
常
開
。
定
又
須
磨
、
瞬
了
又
開
、
開
了
又
隣
。
至
繊
至
微
、
毎
時
不
然
。

⑥

又
問
、
此
説
相
救
、
是
就
義
理
虚
説
動
静
。
不
知
就
雁
事
捜
物
虚
説
動
静
如
何
。

㈹

日
、
悪
事
得
力
、
則
心
地
静
、
心
地
静
、
塵
事
分
外
得
力
、
便
是
動
救
静
、
静
救
動
。
其
本
ロハ
在
湛
然
純

一
、
素
魚
私
心
始
得
。
無

私
心
、
動
静

一
齊
當
理
、
才
有

一
毫
之
私
、
便
都
差
了
。

(割
注
)
淳
録
云

ω

徐
問
、
前
夜
説
動
静
功
用
相
救
。
静
可
救
得
動
、
動
如
何
救
得
静
。

旬

日
、
須
是
明
得
這
理
、
使
無
不
義
、
直
到
萬
理
明
徹
之
後
、
此
心
湛
然
純

一
、
便
能
如
此
。

ω

如
静
也
不
是
閉
門
猫
坐
、
塊
然
自
守
、
事
物
來
都
不
慮
。
若
事
物
來
、
亦
須
雁
、
既
雁
了
、
此
心
便
又
静
。
虚
明
洞
徹
、
無

一
毫
之

累
、
便
從
這
裏
雁
將
去
、
雁
得
便
徹
、
便
不
難
、
便
是
安
而
後
能
慮
。

(※
)事
物
之
來
、
須
去
廃
置
他
。
這

一
事
合
當
億
地
倣
、
便
載
然
断
定
、
便
是
慮
而
後
能
得
。
得
是
許
、
慮
是
動
。
如
艮
其
止
、
止
是
静
、

所
以
止
之
便
是
動
。
如
君
止
於
仁
、
臣
止
於
敬
、
仁
敬
是
静
、
所
以
思
要
止
於
仁
敬
、
便
是
動
。



ω

固
是
静
救
動
、
動
救
静
、
然
其
本
又
自
此
心
湛
然
純

一
、
素
無
私
始
得
。
心
無
私
～
動
静
便

一
齊
當
理
、
心
若
自
私
、
便
都
差
古
↑

ω

動
了
又
静
、
静
了
又
動
、
動
静
只
管
相
生
、
如
循
環
之
無
端
。
若
要

一
於
動
静
、
不
得
。
如
人
之
嘘
吸
、
若

一
向
嘘
、
氣
必
絶
了
、

須
又
當
吸
、
若

一
向
吸
、
氣
必
滞
了
、
須
又
當
嘘
。
嘘
之
所
以
爲
吸
、
吸
之
所
以
爲
嘘
。
尺
蟻
之
屈
、
以
求
伸
也
。
龍
蛇
之
蟄
、
以
存
身

也
。
精
義
入
神
、
以
致
用
也
。
利
用
安
身
、
以
崇
徳
也
。

一
層

一
伸
、

一
閲

一
踊
、

一
消

一
息
、

一
往

一
束
、
其
様
不
曾
停
。
大
庭
有
大
闇

闇
、
大
消
息
、
小
庭
有
小
閨
閥
、
有
小
消
長
。
此
理
更
高
古
而
不
息
。
如
目
豊
能
不
瞬
時
。
亦
豊
能
常
瞬
。
又
須
開
。
開
了
定
、
定
了
又

隣
、
瞬
了
又
定
、
只
管
徳
地
去
。
消
息
闇
闇
之
機
、
至
繊
至
微
、
無
物
不
有
。

先
ず
第

一
に
気
づ
く
の
は
、
表
現
の
違
い
で
あ
る
。

は
従
来
の
直
接
話
法
を
踏
襲
す
る
。

例
え
ば
、
冒
頭
の
質
問
部
分
θ
と
ω
を
訳
出
し
て
比
較
し
て
み
よ
う
。
翻
訳
の
形
式

㈹

質
問

「昨
夜
先
生
が

一
之

(林
易
簡
)
に
動
静

の
問
題
に
つ
い
て
お
答
え
に
な

っ
た
折
、
『た
と
え
ば

二
人
の
人
が

一
つ
の
こ
と
を

す
る
よ
う
な
も
の
で
、
お
互
い
に
助
け
合

っ
て
こ
そ
成
し
遂
げ
ら
れ
る
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
が
思
い
ま
す
に
、
静
は
動
を
助
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
動
は
ど
う
や

っ
て
静
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
」

ω

徐
の
質
問

「昨
夜
動
静
の
働
き
は
相
助
け
合
う
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
静
は
動
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
動
は
ど
う
や

っ
て
静

を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。」

㈹

の
質
問
は
、
記
録
者

・
徐
萬
自
身
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
ω
は
そ
こ
に
同
席
し
て
い
た
別
の
門
人
(陳
淳
)
に
よ
る
も
の
で
、

明
ら
か
に
㈹
を
要
約
し
た
表
現
に
な

っ
て
い
る
。
勿
論
た
と
え
θ
が
記
録
者
自
身
の
質
問
で
あ

っ
て
も
、
必
ず
し
も
徐
萬
が
朱
鳥
の
目
の
前

『
朱
子
語
類
』
の
記
録
を
め
ぐ
る
一
考
察

八
三
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八
四

で
実

際
に
発
言
し
た
言
葉
を
そ
の
ま
ま
記
録
に
再
現
し
た
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
こ
の
二
つ
の
記
録
の
存
在
に
よ

っ
て
、

ち
ら
も
そ
の
時
の
発
言
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
は
予
想
で
き
る
。

次
に
朱
鷺
の
答
え
の
最
初
の
部
分
⑬
と
㈲
を
比
較
し
て
み
る
。

ど

⑬

先
生

「
人
は
あ
ら
ゆ
る
変
化
に
通
達
し
て
こ
そ
、
心
は
い
つ
も
静
か
に
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
。」

⑥

先
生

「道
理
を
明
ら
か
に
し
尽
し
て
、
万
理
が
徹
底
的
に
明
ら
か
に
な

っ
た
暁
に
は
、
こ
の
心
は
静
か
に
落
ち
着
い
て
純

一
に
な

る
。
そ
う
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
」

今
度
は
㈲
の
方
が
⑧
よ
り
も
や
や
詳
し
い
。
量
的
に
多
い
方
の
記
録
が
、
朱
黒
の
発
言
を
よ
り
忠
実
に
記
録
し
て
い
る
と
い
う
可
能
性
は

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
逆
に
ω
も
θ
も
朱
烹
自
身
の
実
際
の
言
葉
を
逐
語
的
に
記
録
し
た
の
で
は
な
い
可
能
性
を
示
し
て
余
り
あ
る
。
O

以
下
と
O
以
下
の
表
現
の
違
い
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
『語
類
』

の
記
録
は
、
基
本
的
に
は
門
人
た
ち
に
よ
る
朱
薫
の
発
言
の
内
容
の
記
録
で
あ

っ
て
、
朱
烹
の
発
言
自
体

　
　
　

の
記
録
で
は
な
い
と
考
え
た
方
が
安
全
で
あ
ろ
う
。
内
容
の
記
録
で
あ
る
以
上
、
大
幅
な
要
約
も
考
え
ら
れ
得
る
。
勿
論
、
部
分
的
に
で
も

朱
鳥
が
実
際
に
発
し
た
言
葉
を
用
い
て
の
記
録
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
朱
黒
の
発
言
の
逐
語
的
記
録
か

　
　
　

確
か
め
ら
れ
な
い
今
と
な

っ
て
は
、
も
う

一
方
の
可
能
性
の
幅
を
最
大
限
に
見
積
も

っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次

に
注
目
し
た
い
の
は
、
記
録
に
お
け
る
省
略
で
あ
る
。
陳
淳
の
記
録
に
は
見
え
る

(※
)
以
下
の
部
分
に
対
応
す
る
箇
所
は
、
徐
萬

の

記
録

で
は
抜
け
落
ち
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
表
現
の
差
異
以
上
に
大
き
な
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
即
ち
、
我
々
が
目
に
し
て
い
る

一

　　
　

ま
と
ま
り
の
『
語
類
』
の
記
録
は
、
あ
る
場
面
で
の
朱
鷺
の
発
話
あ
る
い
は
対
話
の
全
体
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。



つ
ま
り
、
記
録
者
に
よ

っ
て
切
り
取
ら
れ
た
あ
る
部
分
を
、
我

々
は
宛
も
そ
の
場
の
全
体
の
発
話

・
対
話
の
流
れ
と
し
て
強
引
に
結
び
つ
け

よ
う
と
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
、
⑥
の
質
問
が
陳
淳
の
記
録
に
は
見
え
な
い
こ
と
に
も
当
て

は
ま
る
。
更
に
そ
の
こ
と
と
も
関
連
し
て
記
録
の
順
序
の
違
い
が
注
目
さ
れ
る
。
㈹
が
⑥
の
質
問
に
答
え
る
流
れ
の
中
で
出
て
く
る
の
に
対

し
て
、
内
容
的
に
は
同

一
の
ω
は
順
序
を
変
え
て
別
の
文
脈
の
中
に
見
え
て
い
る
。
ま
た
θ
は
O
に
続
く
の
に
対
し
て
、
ω
は
ω
に
続
く
と

い
う

よ
う
に
全
体
の
流
れ
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

こ
う

い
っ
た
相
違
は
、
語
句

・
表
現
の
違
い
以
上
に
大
き
く
全
体
の
内
容
に
関
わ
る
場

合
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
文
脈
が
変
わ
れ
ば
、
あ
る
い
は
文
脈
が
断
ち
切
ら
れ
れ
ば
、
あ
る
概
念
の
意
味
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
例
え
ば
あ
る
条
を
そ
れ
だ
け
で
独
立
さ
せ
て
理
解
す
る
場
合
と
、
た
ま
た
ま
残
さ
れ
て
い
る
同

一
場
面
の
別
記
録
を
参
考
に
し
て
理

解
す
る
場
合
と
で
違
い
が
あ
る
と
し
た
ら
我

々
は
ど
う
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
『語
類
』
の
中
に
は
、
割
注
と
い
う
形
で
は
な
く
、
独
立

し
た
別
個
の
条
と
し
て
同

一
場
面
の
も
の
と
お
ぼ
し
き
別
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
次
の
三

つ
の
記
録
は
、
同
じ
場
面
の
記
録

と
考

え
ら
れ
る
。

巻

二

・
96

条
、

…
李

徳

之

問
、

是
大

形
勢

。

蓋
卿

醇
常
州
九
域
圓
如
何
。
日
、
其
書
細
砕
、
不
是
著
書
手
段
。
予
決
九
川
、
距
四
海
了
、
却
逐
旋
爬
疏
小
江
水
、
令
至
川
。
此

巻
七
十
九

・
18
条
、
方
子

李
得
之
問
醇
常
州
九
域
圓
。

日
、
其
書
細
砕
、
不
足
著
書
手
段
。
予
決
九
川
、
距
四
海
、
溶
吠
檜
距
川
。
聖
人
倣
事
、

九
川
、
距
四
海
了
、
却
逐
旋
爬
疏
小
水
、
令
至
川
。
學
者
亦
先
識
箇
大
形
勢
、
如
江
河
准
先
合
識
得
。
滑
水
入
河
、

『朱
子
語
類
』
の
記
録
を
め
ぐ
る
一
考
察

便
有
大
綱
領
、
先
決

上
面
漆
沮
浬
等
又
入

八
五
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八
六

(割
注
)
學
蒙
録
云

因
説
醇
氏
九
域
志
、

日
、
也
不
成
文
字
、
細
砕
了
。
馬
決
九
川
、
距
四
海
、
溶
吠
檜
距
川
、
這
便
是
聖
人
倣
事
綱
領

庭
。
先
決
九
川
而
距

海
、
然
後
理
会
吠
漕
。
論
形
勢
、
須
先
識
大
綱
。
如
水
、
則
中
国
莫
大
於
河
、
南
方
莫
大
於
江
、
澄
清
則
入
河
者
也
。

先
定
箇
大
者
、
則
小

者
便
易
考
。
…

例

え
ば
巻

二
の
条
だ
け
を
読
む
時
、
「
大
形
勢
」
な
る
語
は
何
か
唐
突
の
感
じ
が
し
て
分
り
に
く
い
。

と
次

の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
「大
形
勢
」
は
敢
え
て
訳
さ
な
い
。

試
み
に
こ
の
条
を
訳
出
し
て
み
る

李
徳

之

「
醇
常
州
の

『
九
域
図
』
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
」

朱
烹

「
あ
の
書
は
細
か
す
ぎ
て
、
書
物
の
書
き
方
と
し
て
な

っ
て
い
な
い
。
『
予
、
九
川
を
決
し
四
海
に
距
ら
し
め

(萬
は
九
州
の
大
き
な

川
を
通
し
て
、
そ
れ
を
四
海
に
至
ら
せ
)』
て
そ
れ
か
ら
小
さ
な
川
を
順
番
に
通
し
て

(大
き
な
)
川
に
至
ら
せ
る
。

こ
れ
が
大
形
勢
と
い

う
も

の
だ
。
」

し
か
し
、
巻
七
十
九
の
条
及
び
そ
の
割
注
の
別
記
録
を
見
れ
ば
、
こ
の

「大
形
勢
」
が
、
地
勢
の
大
枠

・
概
要
を
意
味
し
て
い
て
、
朱
烹
が

墳
末

に
過
ぎ
る
醇
氏
の

『
九
域
志
』

の
書
き
方
を
、
禺
の
治
水
事
業
の
大
か
ら
小

へ
、
全
体
か
ら
部
分

へ
と
い
う
順
序
を
例
に
批
判
し
て
い

る
文
脈
で
出
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。

こ
う
し
た
例
か
ら
も
、
記
録
が
大
幅
に
省
略

・
要
約
さ
れ
た

こ
と
に
よ

っ
て
、
本



来
の
意
味
合
い
が
見
え
に
く
く
な

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
、

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
惧
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

あ
る
い
は
更
に
本
来
の
意
味
と
か
け
離
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ

以
上
の
比
較
か
ら
最
低
限
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
『語
類
』

の
言
葉
の
中
に
は
、
朱
鳥
の
実
際
の
発
言
か
ら
も
、
そ

の
場
の
発
話

・
対
話

の
流

れ
か
ら
も
大
き
く
隔
た

っ
た
記
録
が
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
記
録
が
存
在
す
る
限
り
、
そ
の
可
能
性
は
基
本
的

に
は

『語
類
』
の
全
記
録
に
つ
い
て
も
否
定
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
記
録
者
が
い
か
に
朱
烹
に
忠
実
に
記
録

し
よ
う
と
し
て
い
た

と
し
て
も
、
忠
実
で
あ
る
べ
き
は
朱
黒
の
発
言
を
通
し
て
理
解
さ
れ
た
意
味
に
対
し
て
で
あ

っ
て
、
必
ず
し
も
発
言
そ
の
も
の
に
対
し
て
で

は
な
か

っ
た
は
ず
だ
。
従

っ
て
、
記
録
者
は
自
身
の
理
解
し
た
意
味
を
自
身
の
言
葉
で
以

っ
て
再
現
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で

あ
る
な
ら
ば
、
『語
類
』
の
言
葉
は

一
体
誰
の
言
葉
な
の
だ
ろ
う
か
。
記
録
者
た
ち
が
意
図
的
に
朱
烹
の
意
味
を
捻
じ
曲
げ
な
い
限
り
、
『語

類
』

の
思
想
は
朱
烹
の
思
想
で
あ
る
と
い

っ
て
も
よ
い
。
し
か
し
、
我

々
の
目
の
前
に
あ
る

『
語
類
』
の
言
葉
は
朱
黒

の
言
葉
で
あ
る
と
は

言

い
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。
『
語
類
』
の
言
葉
は
朱
烹
が
書
き
連
ね
た
も
の
で
な
い
以
上
本
質
的
に
は
全
て
記
録
者
の
言
葉
で
し
か
あ
り
え

な
い
と
い
う
当
た
り
前
の
事
実
も
、
『語
類
』
の
背
後
に
広
が
る
目
に
見
え
な
い
可
能
性
の
幅
の
内
に
改
め
て
意
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

2
.
朱
嘉
の
言
葉
と
記
録
者
の
言
葉

『
語
類
』
の
中
に
は
、
朱
鷺
の
言
葉
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
部
分
と
記
録
者
自
身
の
言
葉
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
部
分
と
が
混
在
す

る
。

両
者
の
区
別
が
比
較
的
見
易
い
の
は
、
「
問
…
」
「
日
…
」
等
の
形
式
が
と
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
又
明
ら
か
に
ト
書
き
的
な
表
現

や
割

注
と
い
う
形
に
よ

っ
て
記
録
者

の
言
葉
で
あ
る
こ
と
が

一
目
瞭
然
で
あ
る
場
合
も
多
い
。
そ
う
い

っ
た
記
録
者

の
言
葉

の
ほ
と
ん
ど

『朱
子
語
類
』
の
記
録
を
め
ぐ
る
一
考
察

八
七
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は
、
朱
烹
の
発
話
の
状
況
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
つ
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

巻

一
百
二
十

一
・
m
条
、
泳

先
生

一
日
腰
察
甚
、
時
作
坤
吟
聲
。
忽
日
、
人
之
爲
學
、
如
某
腰
痙
、
方
是
。

(割
注
)
在
坐
者
皆
不
能
問
。
泳
久
而
思
之
、
恐
是
爲
學
工
夫
意
思
接
続
、
自
然
無
頃
刻
之
忽
忘
、

之
而

不
可
得
、
故
以
開
諭
學
者
、
其
警
人
之
意
深
　
。

八
八

然
後
進
進
不
日
。

痛
楚
在
身
、
難
欲
無

先
生
は
あ
る
日
腰
痛
が
ひ
ど
く
、
時
折
う
め
き
声
を
あ
げ
て
お
ら
れ
た
。
そ
し
て
突
然
言
わ
れ
た

「人
の
学
問
は
、
私

の
腰
痛
の
よ
う
で
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。」

(割
注
)
同
席
し
て
い
た
者
は
皆
ど
う
い
う
意
味
か
問
う
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
私
は
後
で
考
え
て
み
た
が
、
恐
ら
く
学
問
に
対
す
る
気

持
ち
が
途
切
れ
な
け
れ
ば
、
自
然
に
片
時
も
忘
れ
る
こ
と
が
な
く
な
る
、
そ
う
な
れ
ば
学
問
は
進
歩
し
て
や
ま
な
い
、

そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
痛

み
が
身
に
あ
れ
ば
無
く
そ
う
と
し
て
も
無
く
せ
な
い
よ
う
な
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
先
生
は
こ
の
こ
と
で
学
ぶ
者
た
ち

を
お
教
え
に
な

っ
た
の
だ
。
先
生
の
我

々
を
警
告
す
る
お
心
は
な
ん
と
深
い
も
の
か
。

こ
の
例
で
は
、
「
人
之
爲
學
、
如
某
腰
痔
、
方
是
」
が
朱
黒
の
言
葉
で
あ
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
部
分
は
全
て
記
録
者

胡
泳
の
言
葉
で
あ
る

こ
と
が
形
式
上
は
区
別
で
き
る
。
こ
う
い
っ
た
例
か
ら
は
、
記
録
者
は
少
な
く
と
も
朱
烹
の
言
葉
と
自
分
の
言
葉
の
区
別
を
意
識
し
て
記
録

し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
『
語
類
』
の
言
葉
の
中
に
は
、
朱
烹

の
言
葉
と
記
録
者
の
言
葉
が
渾
然

一
体
と
な

っ
て
い
て
、
両
者

・の
境
界
が
極
め
て
暖
昧
な
も
の
も
あ
る
。
形
式
上

「
日
…
」
等
の
形
を
と
ら
な
い
条
も
、
基
本
的
に
は
朱
烹
の
言
葉
を
記
録
し
た
も
の
で
あ



ろ
う

が
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
そ
れ
が
逐
語
的
な
記
録
で
な
い
と
し
た
ら
、
記
録
者
に
よ
る
解
釈
が
紛
れ
込
ん
で
い
て
も
区
別
は
つ
き
に
く

い
。

『語
類
』
の
言
葉
は
誰
の
言
葉
か
と
い
ヶ
問
い
か
け
は
、
こ
こ
で
も
大
き
な
意
味
を
も
つ
。

但
し
、
思
想
史
研
究
の
上
で
は
、
少
な
く
と
も
そ
れ
が
朱
鳥
の
言
葉
と
し
て
読
ま
れ
続
け
て
き
た
こ
と
の
意
味
の
方

が
大
き
い
。
『
語
類
』

の
言
葉
が
朱
黒
の
言
葉
と
し
て
読
ま
れ
続
け
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
記
録
者
は
そ
の
存
在
を
朱
鷺
に
溶
け
込
ま
せ
る
よ
う

に
消
し
去
り
、
『語

類
』

を
読
む
者
に
宛
も
自
分
が
朱
烹
と
直
接
相
対
し
て
い
る
か
の
如
き
錯
覚
を
抱
か
し
め
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
無
数

の
記
録
者
の
言
葉
に

よ
る
介
在
が
あ
る
こ
と
は
、
銘
記
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
注
目
し
た
い
の
は
、
『
北
湊
字
義
』
の
よ
う
な
他
者
の
名
を
冠
す
る
後
の
時
代

の
書
物
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な

く
、
『北
湊
字
義
』
は
高
弟
の
陳
淳
が
朱
烹
の
思
想
を
い
く

つ
か
の
概
念
ご
と
に
ま
と
め
た
書
物
で
、
朱
子
学
入
門
の
書
と
し
て
広
く
読
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
書
の
中
で
陳
淳
は
、
時
に

「文
公
日
…
」
等
の
形
式
で
朱
烹
の
言
葉
を
直
接
引
用
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る

が
、
大
半
は
形
式
上
白
ら
の
言
葉
で
朱
黒
の
思
想
を
祖
述
し
て
い
る
。
『北
浜
字
義
』
を
読
む
者
は
、
そ
の
言
葉
を
朱
黒
の
言
葉
と
し
て
読

む
の
で
あ
ろ
う
か
、
陳
淳

の
言
葉
と
し
て
読
む
の
で
あ
ろ
う
か
。
誰
の
言
葉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
意
識
せ
ず
、
そ
の
内
容
だ
け
を
朱
烹
の

思
想
と
し
て
あ
る
い
は
陳
淳
の
思
想
と
し
て
読
む
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
朱
烹
の
思
想
を
朱
烹
の
言
葉
と
し
て
読
む
こ
と
と
、
陳
淳
の

言
葉
と
し
て
読
む
こ
と
と
は
同
じ
で
は
な
い
。
我

々
は
、
『語
類
』
を
読
む
よ
う
に
は

『北
浜
字
義
』
を
読
ま
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
。
し
か

し
、
上
に
述
べ
た
『語
類
』
の
記
録
の
問
題
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
ど
れ
だ
け
の
違
い
が
あ
る
か
は
心
許
な
い
限
り
で
あ
る
。
例
え
ば
、

次
の
二
つ
の
言
葉
を
比
較
し
て
み
た
い
。

一
つ
は

『
北
浜
字
義
』
の
陳
淳
の
言
葉
、
も
う

一
つ
は

『語
類
』
の
中
の
陳
淳
が
記
録
し
た
朱
鷺

す
　

の
言
葉
で
あ
る
。

『北
湊
字
義
』
恭
敬

『
朱
子
語
類
』
の
記
録
を
め
ぐ
る
一
考
察

八
九
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恭
就
頚
上
説
、
敬
就
心
上
説
。
恭
主
客
、
敬
主
事
。

恭
有
嚴
底
意
、
敬
字
較
實
。

『
語
類
』
巻
六

・
………条
、
淳

恭
主
容
、
敬
主
事
。
有
事
著
心
倣
、
不
易
其
心
而
爲
之
、

敬
爲
切
。

九
〇

是
敬
。
恭
形
於
外
、
故
主
於
中
。
自
誠
身
而
言
、
則
恭
較
緊
、
自
行
事
而
言
、
則

こ
の
両
者
を
並
べ
た
時
、
前
者
は
後
者
の
朱
烹

の
言
葉
の
祖
述
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
結
論
で
終
わ
る
よ
り
も
、
逆
に
朱
黒
の
言
葉
と
し
て
読

ま
れ
て
い
る

『
語
類
』
の
言
葉
も
所
詮

『
北
浜
字
義
』
の
言
葉
と
同
じ
程
度
に
し
か
朱
鳥
の
言
葉
と
し
て
読
み
得
な
い
と
い
う
こ
と
の
方
が

(
10
)

重
要

で
あ
ろ
う
。

二
、

話

し

一ーーーロ
葉

と

白

話

と

文

一ーーーロ

前
章
で

『語
類
』
の
言
葉
が
必
ず
し
も
朱
烹
の
発
言
を
逐
語
的
に
記
録
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
そ
れ

は
何
も
門
人
た
ち
の
記
録
の
し
か
た
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
話
し
言
葉

(
口
頭
語
)
を
逐
語
的
に
記

録
す
る
と
い
う
こ
と

自
体
が
、
当
時
に
お
い
て
不
可
能
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
『
語
類
』
は
白
話
を
用
い
て
記
録
さ
れ
た
語
録
で
あ
る
と
い
う
と

こ
ろ
に
、
大
き
な
価
値
が
見
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
書
き
言
葉
と
し
て
の
文
言
の
伝
統
が
強
固
な
古

い
時
代
の
中
国
に
あ

っ

て
、
白
話
の
登
場
は
画
期
的
な
意
味
を
持

っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
改
め
て
問
い
直
し
て
み
た
い
の
は
、

そ
も
そ
も
白
話
と
は

何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
白
話
と
は
、
当
時
の
話
し
言
葉
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
大
雑
把
な
言
い
方
を
耳
に
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
当
時



の
人
た
ち
が
実
際
に
話
し
て
い
た
言
葉
と
書
か
れ
た
所
謂
白
話
の
文
章
が
、
音
声
と
文
字
の
違
い
は
あ
れ
同
じ
も
の
で
あ

っ
た
と
は
限
ら
な

い
。

現
代
の
我

々
に
あ

っ
て
も
、
書
き
言
葉
と
話
し
言
葉

の
違
い
は
意
識
で
き
る
が
、
我

々
は
話
す
よ
う
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

　じ

し
、
朱
黒
た
ち
に
と

っ
て
同
じ
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

1
.
白
話
と
文
言

白
話
は
当
時
の
話
し
言
葉
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
我
々
の
目
の
前
に
あ
る
の
は
書
か
れ
た
話
し
言
葉

で
あ
る
。

つ
ま
り
、

　ロ
　

白
話
も
文
言
と
同
様
書
き
言
葉
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
白
話
と
文
言
の
違
い
を
ど
う
定
義
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
二
程

子
の
言
葉
を
集
め
た

『程
氏
梓
言
』
を
編
集
し
た
張
拭
は
そ
の
序
の
中
で

「
…
愛
語
録
而
文
之
者
也
」

(「
河
南
程
氏
粋
言
序
」)
と
述
べ
て

い
る
。
即
ち
、
『梓
言
』
の
言
葉
は
、
『
程
氏
遺
書
』
等
の
語
録
を
文
言
化
し
た
も
の
と

い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
『粋
言
』

の
中
で
程
子
の
同

　ロ
　

じ
発
言
が

『遺
書
』
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
比
較
し
て
み
た
い
。

『
粋
言
』
巻

一
・
論
書
篇

・
74
条

子
日
、
論
語

一
書
、
未
易
讃
也
。

足
之
踏
之
者
。

『
遺
書
』
巻
十
九

・
80
条

先
生

云
、
某
自
十
七
八
讃
論
語
、

句
喜
者
、
有
讃
了
後
知
好
之
者
、

有
既
讃
之
而
漠
然
如
未
嘗
讃
者
、
有
得

一
二
而
啓
悦
其
心
者
、
有
通
膿
誠
好
之
者
、
有
不
知
其
手
之
舞
之

當
時
已
曉
文
義
、
讃
之
愈
久
、
但
麗
意
味
深
長
。

有
識
了
後
不
知
手
之
舞
之
足
之
踏
之
者
。

論
語
、
有
讃
了
後
全
無
事
者
、
有
讃
了
後
真
中
得

一
雨

『
朱
子
語
類
』

の
記
録
を
め
ぐ
る

一
考
察

九

一
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九
二

『粋
言
』
巻

二

・
心
性
篇

・
94
条

子
日
、
人
心
、
私
欲
也
、
危
而
不
安
。
道
心
、
天
理
也
、
微
而
難
得
。
惟
其
如
是
、
所
以
貴
於
精

一
也
。
精
之

一
之
、
然
後
能
執
真
中
、
中

者
極
至
之
謂
也
。

『遺
書
』
巻
十
九

・
54
条

人
心
、
私

欲
也
、
道
心
、
正
心
也
。
危
言
不
安
、
微
言
精
微
。
惟
其
如
此
、
所
以
要
精

一
。
惟
精
惟

一
者
、
専
要
精

一
之
也
。
精
之

一
之
、

始
能

允
執
蕨
中
。
中
足
極
至
処
。
…

『
粋
言
』
の
言
葉
と

『
遺
書
』
の
言
葉
を
比
較
し
て
、
前
者
が
後
者
よ
り
文
語
的
で
あ
り
、
後
者
が
所
謂
白
話
を
含

む
こ
と
は

一
応
指
摘

で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
程
度
の
差
異
が
当
時
の
書
き
手
に

一
体
ど
の
よ
う
に
意
識
さ
れ
て
い
た
の
か
。
「雅
」
で
は
な
い
、

卑
俗

で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
白
話
語
録
に
対
す
る
批
判
は
予
想
で
き
る
が
、
そ
れ
は
文
言
と
い
う
伝
統
か
ら
の
逸
脱
と
い
う
意
味
に
お
い

　
け
　

て
の
文
言
と
白
話
の
峻
別
で
あ
ろ
う
。
文
字
に
よ

っ
て
記
録
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
当
時
の
書
き
手
に
と

っ
て
は
、
我
々
が
想
像
す
る

以
上

に
、
白
話
と
文
言
と
の
距
離
は
近
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と
も
話
し
言
葉

(口
頭
語
)
と
白
話
と
の
距
離
の
方
が
は
る
か
に

隔
た

っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
即
ち
、
当
時
の
人

々
に
と

っ
て

「書
く
」
11
文
字
化
す
る
と
い
う
行
為
と

「話
す
」
と
い
う
行
為
の
間
に
は
、

話
す
よ
う
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
我

々
に
は
見
え
に
く
い
深
い
溝
が
横
た
わ

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

2
.
話
し
言
葉
と
白
話

白
話
は
本
質
的
に
は
書
き
言
葉
で
あ
り
、
我

々
が
考
え
る
よ
う
な
言
文

一
致
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
こ
と
は
、

上
に
見
た
通
り
で
あ

る
。
そ
れ
で
は
当
時
、
朱
烹
と
門
人
た
ち
と
は
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
で
話
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
方
言
の
激
し
い
中
国
に
お
い
て
、
福
建



の
片

田
舎
で
行
わ
れ
た

「諸
学
」
は
実
際
に
ど
の
よ
う
な
言
語
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題

に
関
し
て
も
無
論
事

実
は
確
か
め
よ
う
が
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、
所
謂

「官
話
」
と
呼
ば
れ
る
当
時
の
士
大
夫
の
共
通
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ

ま
り
、
当
時
の
士
大
夫
た
ち
は
、
話
し
言
葉
に
お
い
て
す
ら
あ
る
種
の
二
重
言
語
状
態
で
あ

っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
状
況
の
上
に
更
に
書
き
言
葉
の
二
重
性
が
重
な
る
。
た
と
え
所
謂
白
話
が
当
時
の
朱
黒
た
ち
の
発
言
を
そ
の
ま
ま
文
字
化
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
当
時
の
話
し
言
葉

(官
話
)
が
彼
ら
の
意
識
の
中
で
ど
う

い
う
位
置
を
占
め
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
し
て
幾
分
な

り
と
も
よ
り
日
常
的
な
方
言
の
要
素
が
当
時
の

「
諸
学
」
の
場
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
『語
類
』
の
言
葉

の
性
質
を
よ
り
言
語

学
的

に
分
析
し
た
上
で
な
け
れ
ば
、
発
話

・
発
言
の
記
録
と
し
て
の
語
録
と
い
う
安
易
な
結
び

つ
け
ば
危
険
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
を

考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
『
語
類
』
が
白
話
で
記
録
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
を
そ
う
軽
々
に
は
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

結

江
口q

 

以
上
の
よ
う
な

『語
類
』
の
記
録
を
め
ぐ
る
様
々
な
可
能
性
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
で
は
我

々
は
今

『語
類
』
を
ど
の
よ
う
に
読
め
ば
よ
い

の
で
あ
ろ
う
か
。
朱
鳥
の
発
言
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
言
葉
を
、
ど
の
よ
う
な
形
式
で
翻
訳
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
従

来
の
よ
う
に
朱
黒
の
発
言
を
再
現
す
る
よ
う
な
形
で
翻
訳
す
る
こ
と
は
、
何
か
を
大
き
く
ゆ
が
め
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
は
い
え
、
他

に
ど

の
よ
う
な
形
式
が
あ
る
と
い
う
の
か
。

こ
こ
で
我
々
は

『語
類
』
に
対
す
る
態
度
決
定
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も

『語
類
』

の
記
録
が
朱
黒
の
発
言
を
逐
語
的
に
記
録
し
た
も
の
で
な
い
と
し
た
ら
、
『語
類
』
は
原
理
的
に
は
記
録
者
に
よ
る
朱
黒
と
の
対
話
の
創
造

的
再
現
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
な
い
。
そ
れ
を
い
か
に
客
観
的
に
忠
実
に
翻
訳
し
た
と
し
て
も
、
朱
烹
の
生
の
声
か
ら
は
遠
ざ
か
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
れ
で
は

『
語
類
』
に
資
料
的
価
値
を

一
切
認
め
な
い
こ
と
が
、
研
究
者
の
良
心
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
逆
に

『語
類
』
が
朱
慕
の
言

『朱
子
語
類
』
の
記
録
を
め
ぐ
る
一
考
察

九
三
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四

葉
で
は
な
い
と
し
て
も
、
朱
黒
の
思
想
内
容
を
記
録
し
よ
う
と
し
た
も
の
に
は
違
い
な
い
と
い
う

一
点
を
と
ら
え
て
、
敢
え
て
朱
烹
の
言
葉

と
し
て
読
み
且
つ
翻
訳
し
て
も
差
し
支
え
な
い
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
ち
ら
の
態
度
を
と
る
に
し
て
も
、
ど
ち
ら
か

一
方
に

開
き
直
る
こ
と
は
、
生
産
的
な
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
本
稿
で
そ
の

一
端
を
示
し
た
よ
う
な

『
語
類
』
の
記
録
を
め
ぐ
る
不
確
定
要
素
を
常

に
具
体
的
に
意
識
し
つ
つ
、
そ
れ
で
も
今
目
の
前
に
あ
る
言
葉
を
で
き
る
だ
け
実
証
的
に
読
み
解
こ
う
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
ど
れ
だ
け
客

観
的

な
資
料
読
解
を
目
指
し
て
も
、
『語
類
』
の
翻
訳
は
本
質
的
に
は
我
々
と
記
録
者
た
ち
と
が
共
同
し
て
行
う
創
作
行
為
で
し
か
あ
り
得

ず
、
我

々
の
為
し
得
る
こ
と
は
朱
黒
の
言
葉
を

「作
品
と
し
て
」
再
現
す
る
こ
と
だ
け
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
覚
悟
す
る
こ
と
、
こ
う
い

っ

た
態
度
を
主
体
的
に
引
き
受
け
る
こ
と
こ
そ
が
、
『語
類
』
を
読
み
朱
烹

の
思
想
を
研
究
す
る
者
と
し
て
の
義
務
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ

は
又
長
い
朱
子
学
研
究
の
歴
史
の
中
で
多
く
の
研
究
者
が
無
言
の
う
ち
に
前
提
と
し
て
き
た
態
度
で
あ
る
と
信
じ
た
い
。

『
語
類
』
の
言
葉
は
誰
の
言
葉
な
の
か
、
と
い
う
本
稿
の
問

い
か
け
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
思
想
史
研
究
に
お
い
て
は
大
し
た
意
味
を

持
た
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
例
え
ば

『論
語
』
の
言
葉
を
孔
子
の
言
葉
と
し
て
読
む
こ
と
に
今
更
疑
義
を
呈
し
た
と
こ
ろ
で
、
何
か

思
想
史
的
な
新
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
も
の
で
も
な
い
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
『論
語
』
と
い
う
古
典
作
品
に
孔
子

の
言
葉
と
し
て
読
ま

れ

つ
づ
け
た
長

い
歴
史
が
あ
る
の
と
同
様
に
、
『語
類
』
に
は
朱
烹
の
言
葉
と
し
て
読
ま
れ
た
歴
史
が
あ
り
、
思
想
史
に
お
い
て
は
そ
の
こ

と
の
み
が
意
味
を
持

つ
。
し
か
し
な
が
ら
、
時
間
と
空
間
を
隔
て
た

「
今
」
の
地
点
か
ら
朱
烹
の
思
想
と
向
き
合
い
、
朱
烹
の
思
想
を
自
ら

の
言
葉
と
論
理
で
理
解
し
表
現
し
よ
う
と
す
る
者
に
と

っ
て
は
、
自
身
と
朱
黒
の
間
を
隔
て
る
様
々
な
要
素
に
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
。

あ
た
う
る
限
り
の
介
在
物
を
数
え
上
げ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
朱
烹
の
言
葉
を
自
身
の
言
葉
に
よ

っ
て
創
り
出
し
た
い
と
い
う
の
が
、
筆

者
の

『語
類
』
翻
訳
作
業
の
基
本
的
な
態
度
で
あ
る
。



【
注

】

(
1
)

筆
者
は
未
明
研
究
会

の

一
員
と
し

て

『
汲
古
』

(汲
古
書
院
)

に
連
載
中

の

『
語
類
』

の
訳
注
作
業
に
参
加
し
て

い
る
。

又
個
人
的
に
も
巻

一
百

一
十

三
以
下

の
訳
注
を
本
誌

『
明
治
大
学
教
養
論
集
』

に
連
載
中

で
あ
る

(通
巻
三

一
八
、
三

二
七
、
三
三
九
号
)
。

本
稿
は
、
そ
う
し
た
訳
注
作
成

の
実
際

の
作
業

の
中

で
筆
者
が
ぶ

つ
か

っ
た
疑
問
点
で
あ
り
、
筆
者

な
り
の
翻

訳
に
対

す
る
態
度
を
摸
索
す
る
た
め

の
試
み
で
あ
る
。

(2
)

『
語
類
』
の
書
誌
学
的
な
研
究

に
は
次

の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

市
川
安

司

「
朱
子
語
類
雑
記
」
(『東

京
大
学
教
養
部

人
文
科
学
科
紀
要
』
第

二

一
輯
、

『
朱
子
哲
学
論
考
』
汲
古
書
院
所
収
)
、
友
枝
龍
太
郎

「朱

子
語
類

の
成

立
」

(『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
十

五
集
、
『
朱
子

の
思
想
形
成
』
春
秋
社

所
収
)
、

佐
藤
仁

「
朱
子
語
類

の
歴
史
」

(『
久
留
米
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
第
八
号
)
、
福

田
殖

「朱

子
語
類

の
各
種
版
本

に

つ
い
て
」

(『
九
州
中

国
学

会
報
』

第
十
五
巻
)
、
岡
田
武
彦

「朱

子
語
類
の
成

立
と
そ
の
版
本
」

(申
文
出
版
社

『
和
刻
本

・
朱
子
語
類
大
全
』

所
収
)
等
。

ま
た
、
道
学
に
と

っ
て

の
口
語
語
録
の
意
義
に

つ
い
て
は
、
土
田
健
次
郎

「
口
語
語
録
の
古
典
化
」

(
『古
典

学
の
再
構
築
』
第

五
号
、

二
〇
〇
〇
年
)

を
参
照
。

(3
)

「
講
学
」
と
は
、
当
時

そ
れ

ぞ
れ
の
学
派
が
書
院
な
ど

で
盛

ん
に
行

っ
た
学
問
的
議
論
を
指
す
。
「
講
」
は
話
す

こ
と
を
意
味

す
る
が
、
当
時

の

「
講

堂
」

の
盛
行

と
白
話

に
よ
る
語
録

が
多

く
残

さ
れ
た
こ
と
と

は
勿
論
無
関
係

で
は
あ
る
ま

い
。

(4
)

引

用
は
全
て
中
華

書
局

・
理
学
叢

書
の

『朱

子
語
類
』
を
用

い
る
。

但
し
記
録
の
原
形

を
比
較

す
る
た
め
に

「

」

『

』

の
類

は
全

て
外
し
、
標
点

の
み
を
簡
略
化

し
た
形

で
示
し
、
比
較

し
や
す
い
よ
う

に
㈹
ω
等

の
符
号
を
付
し
て
段
落
に
分
け
て
改
行
し
た
。

(
5
)

中
華
善
用
本

は

「差

子
」

に
作

る
が
、
前
掲

の
本
文
及
び
和
刻
本

に
よ
り

「
差
了
」
に
改
め
た
。

(
6
)

要
約

と
い
う

こ
と
で
は
、
大
変
珍

し
い
例

で
あ

る
が
次

の
よ
う
な
記
録
も
残

っ
て

い
る
。

巻

六

・
…
…条
、
方

仁
。
○
鶏
雛
初
生

可
憐
意
與
之

同
。
○
意
思
鮮
徽
。
○

天
理
著

見
、

一
段
意
思

可
愛
、
製
出
即
皆
是
。
○
切
脈

同
饅
。

(割
注
)
説
多
不
能
記
、
蓋
非
言

語

可
喩
也
。

(
7
)

但

し
、
『
語
類
』

の
編
集
者

に
よ

っ
て
付

せ
ら

れ
た
と
考

え
ら

れ
る
割
注

の
中

に
は
、
同

一
場
面

の
同

一
記
録

の
存
在
を
予
想
さ
せ
る
も

の
が
あ
る
。

例

え
ば
条
末

に

「
～

同
」
「
～
録

同
」
「
～
録
略
」
「
～
録
少

異
」

と
い

っ
た
注
が

つ
け
ら
れ

て
い
る
ケ
ー

ス
や
、
文
中

の
あ

る
言
葉

に
つ
い
て

「
～
作
口

口
」
三

作
口
口
」

と
い
う

よ
う

に
字
句

の
相
違
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ま
ま
見
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
し
て

い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

既

に
述

べ
た
よ
う
に
、
門
人
た
ち
が
記
憶

を
頼

り
に
後
に
記
録
し
た
と
す
れ
ば
、

同
じ
記
録

、
ほ
ぼ
同
じ
記
録
が
存
在
す

る
と

い
う

こ
と
の
方

が
む
し

ろ
驚
異

で
は
な

い
か
。
『
語
類
』
の
記
録

の
中
に
は
朱
烹

の
発
言
を
逐
語
的
に
記
録

し
た
も
の
も
存
在

す
る
と

い
う

こ
と
を
示
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

も
し

そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
、
問
題
は

一
層
複
雑

に
な
る
。

た
だ
別
記
録

の
場
合
と
違

っ
て
、

同
じ
記
録
は
残
さ
れ

て
い
な

い
の
で
、

そ
の
実
情

を
窺
う

『
朱
子
語
類
』

の
記
録
を
め
ぐ
る

一
考
察

九
五



明
治
大
学
教
養
論
集

通
巻

三
五
〇
号

(
二
〇
〇

二

・
一
)

九
六

手
立

て
が
な

い
。

こ
こ
で
は
そ
う

い

っ
た
可
能
性

の
存
在
を
指
摘
す
る
に
止
め
て
お
く
。

、

(
8
)

次

の
二

つ
の
条
は
、
「
隣
録
別

出
」
と
あ
る
よ
う

に
同

一
場

面
の
別
記
録
と
さ
れ

て
い
る
が
、

か
な
り
表
現
が
異
な

り
、

『
論
語
』
為
政
篇

の
引
用
も

異
な

っ
て

い
る
。
仮

に
同
じ
場
面

の
記
録

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
朱
鳥

は
孔
子
の

「
三
十
而
立
」

に

つ
い
て
も

「
七
十
而
徒
心
」

に
っ
い
て
も

(あ

る
い
は
他

の
年
齢

に

つ
い
て
も
)
語

っ
た

の
で
あ
り
、
記
録
者
が
取
捨
選
択
し
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

巻
十

五

・
皿
条
、

可
学

問
、
知

至
而
后
意
識
。

日
、
知
則
知
其
是
非
。

到
意
識
實
、
則
無

不
是
、
無
有
非
、

無

一
毫
錯
、
此
日
足
七

八
分

人
。

然
又
不
足
今
日
知
至
、
意
齪
護

不
妨
、
待

明
日
方
誠
。
如
言
孔
子
七

十
而

從
心
、
不
成
木
七
十
心
皆

不
可
從
。

只
是

説
次
第
如
此
。
白
居
易
詩

云
行
年

三
十
九
、
歳
暮

日
斜
時
。
孟
子

心
不
動
、
吾
今
其
庶
幾
。
詩
人
玩
弄
至
此
。

(隣
録
別
出
)

巻
十

五

・
……
条
、
隣

舜
功

問
、
致

知
誠
意
是
如
何
先
後
。

日
、

比
尼
當

初

一
襲
同
時
徹
底

工
夫
、

及
到

成
時
、
知
至
而
后
意
誠
耳
。

不
足
方
其

致
知

、
則
脱
窒
妄
語
、
狙
狂

妄
行

、
及
到
誠
意

方
始
旋
収

拾
也
。
孔

子
三
十
而

立
、
亦
豊

三
十
歳
正
月
初

一
日
乃
立
乎
。

白
樂

天
有

詩
吾
年

三
十
九
、
歳
暮

日
斜
時
。

孟
子

心
不

動
、
吾
今
其
庶
幾
。
此
詩
人
滑
稽
耳
。

な
お
、

同

一
場
面

の
記
録

で
あ

る
可
能

性
を
窺

わ
せ
な
が
ら
も
、
表
現
的

に
も
量
的
に
も
大
き
く
異
な

る
例
は
他

に
も
見
ら
れ
る
。

例

え
ば
次

の
二

つ
の
条
を
比
較
さ
れ
た

い
。

巻

一
百

一
十

四

・
5
条

(訓
文
蔚
)

因
説
僧
家
有
規

矩
巌

壁
、
士
人
却

不
循
禮
、

日

「
他
却
是
心
有
用
庭
。
今

士
人
難
有

好
底

、
不
肯
爲
非
、
亦
是
他
資
質
偶

然
如

此
。
要
之
、
共
心
實
無

所
用
、
毎

日
閑
慢

時
多
。
如
欲
理
會
道

理
、

理
會

不
得
、
便
樟
過

三
五
日
、
半
月

日
不
當

事
、
鑛
不
透
便
休
了
。
既
是
來

這

一
門
、
鎖
不
透
、

又
須
別

尋

一
門
。

不
從
大
虚

入
、
須
從
小
庭

入
、

不
從
東

選
入
、
便
從
西
邊
入
、
及
其

人
得

、
却
只
是

一
般
。
今
頭
頭
虚
庭
讃

不
透
、

便
休
了
。
如
此
、
則
無

説
　
。
有
理
會
不
得
虚
、
須
是
皇
皇
汲
汲
然
、
無
有
理
會
不
得
者
。

警
如
人
有
大
買

株
、
失

了
、
不
著

緊
尋
、
如
何
會
得
。
」

巻

一
百

二
十

一
・
7
条
、
偶

因
言
及
稗
氏
、

而
日

「
稗
子
之
心
却
有

用
虚
。
若

是
好
叢
林
、
得

一
好
長
老
、
他
直

是
朝

夕
汲
汲
不
捨
、
所
以
無
有

不
得

之
理
。

今
公
等
學
道
、
此

心

安
得
似
他
。
是
此
心

元
不
曾
有

所
用
、

逐
日
流
蕩
放
逐
、
如

無
家
之

人
。

思
量

一
件
道
理
不
透
、
健
闘

[去
声
。
]
樟
放

一
壁
、

不
能
管
得
、

三
日
五
日

不
知
拍
起
、
毎

日
只
是
悠
悠
度

日
、
説
閑
話

逐
物

而
已
。

敢
説
公
等
無

一
日
心
在

此
上
。

莫
説

一
日
、

一
時
也
無
、
真
説

一
時

、
頃
刻
也
無
。
悠
悠
浅

漬
、
似
倣

不
倣
、
從
生

至
死
、
忽
然
無
得

而
已
。
今
朋
友
有
謹

筋
不
妄
作
者
、
亦

是
他
資
稟
自
如
此
。

然
其
心
亦
無

所
用
、
只
是
閑
慢

過

日
。
」
或

云

「
須
是
汲
汲
。
」

日

「
公
共
會
説
汲
汲
、

元
不
曾
汲
汲
。
若
是
汲
汲
用
功
底
人
、
自

別
。

他
那
得
工
夫
説
閑
話
。
精
専
懇
切

、
無

一
時

一
息

不
在
裏
許
。

思
量

一
件
道

理
、
直
是
思
量
得

徹
底

透
熟
、
無

一
毫

不
蓋
。
今

公
等
思
量
這

一
件
道

理
、
思

量
到
半
間
不
界
、
便
樟
了
、
少
間

又
看
那

一
件
、
那
件
看



不
得
、

又
樟

了
、
又
看
那

一
件
。
如
此
般
世

不
濟
事
。

若
真
箇
看
得
這

一
件
道
理
透
、

入
得

這
箇

門
路
、
以
之
推
他
道
理
、
也

只

一
般
。

只
是
公
等
不

曾
通
得

道
箇
門

路
、
毎

日
只
是
在
門
外
走
、
所

以
都
無

人
頭
庭
、
都
不
酒
事
。
」

[
又
日

「若

児
大
庭

入
不
得
、
便
從
小
庭

入
、
東
選

入
不
得

、
使
徒
西

邊
入
。

及
至
人
得

了
、
触
庭
皆
是
此
理
。
今
公
等
千

頭
萬
緒
、
不
管
理
曾
得

一
箇
透
徹
、
所

以
東
解

西
摸

、
便
無

一
箇
人
頭
庭
。
」
〕

又
日

「學

道
倣
工

夫
、
須

是
奮
属
警

護
、
慣
熟

如
有
所
失
、

不
尋
得
則

不
休
。
如
自

家
有

一
大
光

明
賓
藏
、
被

人
倫
將
去
、

此
心
遣
肯

放
捨
否
。
定

是
去
追
捕
尋

捉
得

了
、
方
体
。
倣
工
夫
亦
須
如
此
。
」

(9
)

『
北
浜
字
義
』
は
中
華
書
局

・
理
学
叢
書
を
用

い
る
。

(10
)

参
考

の
た
め
に
、
「
文
公

日
…
」

の
形
で
陳
淳
が
引

い
て

い
る
朱
鳥

の
言
葉

と
、

そ
れ
に
近

い
表
現

の

『
語
類
』

の
記
録
と
を
並

べ
て
お
く
。

『
北
浜
字
義
』
恭
敬

文
公
日
、
以
成
徳
而
論
、
則
数

字
不
如
恭
之
安
。

以
學
者

倣
工
夫
而
言
、

則
恭
字

不
如
敬
之
切
。

『
語
類
』
巻
占ハ
・
即
久
不
、
辿踊
莞
一

初
學

則
不
如
敬

之
切
、
成
徳
則
不
如
恭

之
安
、
敬

是
主
事
。

…

(11
)

以
下
に
論
じ

る
白
話

の
問
題

に

つ
い
て
は
、
早
稲

田
大
学

の
古
屋

昭
弘
教
授
よ
り
ご
教
示
を
賜

っ
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
深
く
感
謝

の
意

を
致

し
た

い
。

た
だ
中
国
語
学

の
専
門
的

な
知

識

に
乏
し

い
現
在

の
筆
者

に
は
、

こ
こ
で
疑
問
と
し
た
問
題
を
現
時
点

で
深

く
掘
り
下
げ
る

こ
と
は

で
き
な

い
。

こ
こ
で
は

『語
類
』

を
通
し
て
の
疑
問
点

を
指
摘

す
る
に
止
め
、
中

国
語
学
的
な
検
討
は
今
後

の
課
題
と
し
た

い
。

(
12
)

白
話

(
口
語
)
と
文
言

の
定
義

や
認
定
は
中
国
語
学

の
分

野
で
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
ら
し

い
。
古
屋

昭
弘

「
明
代
知

識
人

の
言
語
生
活
ー

万
暦
年

間

を
中

心
に
ー
」

(神
奈
川
大
学
中
国
語
学
科
創
設
十
周
年

記
念
論
集

『
現
代
中
国
語
学

へ
の
視
座
一

新
シ
ノ

ロ
ジ
ー

・
言
語
篇
』

一
九
九
八
)
注

(4
)

参

照
。

い
く

つ
か
の
虚
字

の
存
在

や
補
語

の
使

わ
れ
方
な

ど
が
識
別

の
有
効
な
手
段
に
な
る
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。

(
13
)

『梓
言
』
『
遺
書
』

と
も
に
、
中
華
善
用

・
理
学
叢
書

『
二
程
集
』
を
用

い
る
。

(
14
)

市
川
安

司
前
掲
論
文

の
中

で
、
銭
大
所

の
語
録
批
判
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

(か
き
う

ち

・
け

い
こ

文

学
部
専
任
講
師
)

『
朱
子
語
類
』

の
記
録
を
め
ぐ
る

一
考
察

九
七


